
E ラーニングについて（論点ペーパー３） 

〇令和 2 年度第 1 期については、過渡期であり、有識者による講演コンテンツ

を主体とする。 

〇現在、１ユニット（15 分）ｘ１０ユニット=150 分のひとまとまりのコンテン

ツ（パワーポイント＋ナレーション）を試行的に開発中。

・１ユニットには論点４つ程度

（１論点につき 3分程度、スライド４－５枚） 

・よって、１コースには ４ｘ１０ユニット＝４０論点

（１）E ラーニング教材の内容、基本的構成について

・例示：避難所運営

・標準的な事項（政策説明等）がなじむ

一方で、首長オーラル・ヒストリー（災害対応体験）のライブラ

リーをつくるなど、新たなシリーズについても検討していくべき

ではないか。 

・必修科目とオプション科目の区分け

あるいはレベル別の導入。

・バージョン管理（法改正等の適時適切な反映）
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（２）現在開発中の E ラーニング用教材の位置付けについて 

 

 ・研修指導要領との関係 

 ・有明の丘研修（対面研修）との関係 

 

（３）E ラーニング教材の公開範囲・時期について 

・より広く一般に公開すべきでないか。 

たとえば、内閣府防災 HP に掲載、MOOC（Massive Open Online 

Courses）活用 等 

 ・また、いつでも受講できるようにすべきではないか。 

 

以 上 
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